
議会運営委員会 行政視察報告 

 

 議会運営委員会では、長崎市及び久留米市、鹿児島市を行政視察しました。 

 概要は以下のとおりです。 

 

（実施期間）令和６年１月 16 日～令和６年１月 18 日 

（視察都市）長崎市、久留米市、鹿児島市 

（視察内容）長崎市 ：議会運営等について 

ＩＣＴ化の取組について 

      久留米市：議会運営等について 

           議会改革の事例について 

鹿児島市：議会運営等について 

     議会改革の事例について 

〔長崎市〕 

 長崎市では、議会運営等について及びＩＣＴ化の取組について（タブレット端末の導入に

ついて、電子採決システムの導入について）、説明を受けた。 

 まず、ＩＣＴの取組としてのタブレット端末の導入については、新庁舎への移転に伴い通

信環境の整備が行われることから、議会運営の効率化及ぴ議会活動の活性化を図ることを目

的に、ペーパーレス会議や議会内の情報共有など多用途に使用できるタブレット端末の導入

検討に入り、令和３年11月から議長の諮問機関としてタブレット端末導入検討会を設置し、

検討を開始した。令和５年１月の新庁舎移転後からペーパーレス会議システムであるＳｉｄ

ｅｂｏｏｋｓを活用しての審査を紙資料と併用のうえ実施し、令和５年６月からは完全ペー

パーレス化としている。 

 ペーパーレス会議システム導入後の議員からの意見としては、紙の削減につながり、ペー

パーレス化が進んだとの声がある一方で、複数の資料を見比べるときに不便などの課題とな

る意見もあった。 

また、令和５年１月の新庁舎移転に伴い、議場の各議席に設置されたボタンで賛否を表明

する、電子採決システムを新たに導入したとのことであった。 

 委員からは、タブレット端末の使用制限や閲覧制限を行っているのか、紙媒体が無いと審

査が進まないとの意見があるがその対応についてはなどの質問が出された。          

  
（長崎市での視察風景） 



 

〔久留米市〕 

 久留米市では、議会運営等について及び議会改革の事例について、説明を受けた。 

 議会改革の事例についてのうち、タブレット端末の活用については、「情報の共有」「情報

の発信」「議案等のペーパーレス化」「議員活動の効率化」を目的に、平成 29 年からタブレ

ット端末を導入した。運用ルールとして、久留米市議会タブレット端末の運用に関する規程

でタブレット端末の貸与、取り扱い、返納などについて定めており、久留米市議会タブレッ

ト端末使用基準では使用制限、使用範囲、禁止事項、遵守事項について定め、特にセキュリ

ティ対策には力を入れている。タブレット端末の活用としては、グループチャットアプリの

ＷｏｗＴａｌｋを利用し、常任委員会招集通知や寄附情報など議員へ情報を送信するととも

に、ペーパーレス会議システムであるＳｉｄｅｂｏｏｋｓを活用して議案書、予算・決算資

料、委員会資料、行政資料などを閲覧している。 

 また、令和２年８月から議会活動をわかりやすく伝えるを編集コンセプトとし、企画編集

業務を外部委託し、議会広報紙の紙面を全面リニューアルした。 

 さらには、令和３年 12 月から、久留米大学からの講師依頼を受けて議会運営委員会の正

副委員長が講義を実施しているとのことであった。 

 委員からは、タブレット端末を導入してからの執行部の対応について、執行部は紙媒体、

議員はタブレットでの審査とのことであるが不都合は生じていないのかなどの質問が出さ

れた。 

 

         
              （久留米市での視察風景） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〔鹿児島市〕 

 鹿児島市では、議会運営等について及び議会改革の事例について、説明を受けた。 

 令和２年６月開催の議会運営委員会において議長から前任期に引き続き、議会改革を議会

運営委員会の具体的な検討課題として提起がなされた。議会改革については、議会運営委員

会で協議・検討の上決定することとし、協議するための素案等は議長が設置する任意組織「議

会改革推進ワーキンググループ（ＷＧ）」において作成すること、ＷＧは参加を希望する議員

並びに事務局職員をもって構成すること、ＷＧの協議事項は議長から要請のあった事項及び

ＷＧで協議することを確認した事項等を確認した。その後の議会運営委員会で、議長からは、

広報、ＩＣＴ推進、議会運営の３項目についてそれぞれＷＧを設置して協議すること等が報

告された。 

 WG の協議事項のうちＩＣＴ推進については、タブレット端末の活用及びペーパーレス化

の推進を行うこととし、令和４年 11 月からタブレット端末に搭載されているグループウェ

ア（ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳ）の試験運用、令和５年２月から本格運用を開始した。また、令和

５年５月に会議用システム（ｍｏｒｅＮＯＴＥ）の操作研修会を行った上で、６月から試験

運用を開始したとのことであった。 

 委員からは、正副議長選挙に係る意思表明の導入について、議員間討議と反問権の実績に

ついてなどの質問が出された。 

 

       
（鹿児島市での視察風景） 


